
議題（２） 活力あるまちづくりと次世代のリーダーづくりに向けて 

 

  ◆何が必要か 

 

   ①社会教育として、どう青少年にアプローチするか 

 

   ②公民館として、青少年向けの事業は可能か 

 

 

 

           

 知恵を出し合う時代 

 

 

 

 ＜若者へのアプローチ！＞ 

 

  １．成人式実行委員への以降のアプローチ！ 

    例）３０歳の同窓会  

の企画・・・自分の地域を見直す。（Ｕターンのきっかけ） 

      ３０歳の婚 活 

 

 

  ２．「まなびすとフォーラム」・「まなびすと久喜」に参加した高校生・中学生へのアプ 

ローチ！ 

例１）市民まつりや人権のつどい等へのボランティア参加 

   ※一定期的なボランティア活動への参加呼びかけ 

 

 

例２）ボランティア手帳を活用している児童・生徒への積極的な参加呼びかけ 

 

 

  ３．公民館から中学生・高校生・大学生への積極的なアプローチ！ 

    例）ゆうゆうプラザの活動と連携（ボランティアとして参加） 



 ＜活動への導入プログラムの作成＞ 

  １．地域のニーズを踏まえた、新規事業へのチャレンジ 

    ◇どうしたら若い世代に受け入れられるか 

    ◇地域デビューしやすい仕組みづくり 

    ◇新しい人が入りづらい雰囲気が感じられる 

 

２．既存のリーダーの活躍する場づくり 

  ◇市民大学卒業生の活用・・・まちづくりへの参画プログラムの作成 

  ◇高齢者大学卒業生のまちづくりへの参画・・・ボランティア活動への参画プロ 

グラムの作成 

 

  ３．地域の拠点づくり 

    ◇学校の余裕教室（空き教室）を活用した小学校を中心（拠点）にしたまちづくり 

     （１）高齢者（シニア世代も含）サポート・・・介護、高齢者の集う場所、一人 

暮らしの受け皿 

 

     （２）子育て支援・・・児童館、保健センター、診療所 

 

     （３）生涯学習機能・・・子ども大学くき、市民大学、高齢者大学 

 

 

         最終目標 地域コミュニティづくり 


